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一
般
会
計
・
決
算
認
定

令
和
２
年
９
月
定
例
会
議
は
１
日
か
ら
10
日
ま
で
と
し
報
告
１
件
、
条
例
等
３
件
、
補
正
予
算
４
件
、

決
算
認
定
８
件
、
人
事
案
件
１
件
、
発
議
１
件
、
陳
情
・
要
望
書
３
件
を
審
議
し
た
。

７
人
が
一
般
質
問
で
執
行
部
の
考
え
を
質
し
た
。

　令和元年度一般会計決算額は歳入が 71 億 7,896 万円、歳出が 68

億 702 万円で差し引き３億 7,194 万円となり、翌年度へ繰越すべ

き財源 4,270 万円を差し引くと実質収支は３億 2,923 万円である。

そこから前年度実質収支３億 2,580 万円を差し引くと単年度収支

は 344 万円となる。また、単年度収支に財政調整基本積立金 134

万円をプラスの要素とすると実質単年度収支は 478 万円である。

決算を認定‼
町
の
家
計
簿
は
こ
ぎ
ゃ
ん
で
す

歳入額　71億 7,896万円
（金額は四捨五入し万円単位とした）

自主財源 23.0％　依存財源77.0％

歳出額　68億 702万円

※少子高齢化に伴い、今後も民生費の増加が見込まれる

国庫支出金国庫支出金
84,686（11.8％）84,686（11.8％）

町債町債
72,595（10.1％）72,595（10.1％）

繰越金繰越金
40,05840,058

（5.6％）（5.6％）

地方譲与税等
27,675（3.8％）

財産収入及び諸収入
20,911（2.9％）

負担金及び使用料
18,593（2.5％）

寄附金
3,223（0.4％）

繰入金
1,573（0.2％）

地方交付税地方交付税
290,678（40.5％）290,678（40.5％）

町税町税
80,518（11.2％）80,518（11.2％）

県支出金県支出金
77,387（10.8％）77,387（10.8％）

農林水産業費農林水産業費
65,54965,549

（9.6％）（9.6％）

教育費教育費
44,71344,713

（6.5％）（6.5％）

災害復旧費
14,690（2.1％）

消防費消防費
49,59949,599

（7.2％）（7.2％）

議会費
7,857（1.1％）

商工費
10,828（1.5％）

民生費民生費
211,495（31％）211,495（31％）

公債費公債費
（借金返済）（借金返済）

56,65256,652
（8.3％）（8.3％）

土木費土木費
65,01165,011

（9.5％）（9.5％）

総務費総務費
95,231（13.9％）95,231（13.9％）

衛生費衛生費
59,077（8.6％）59,077（8.6％）

自主財源依

存

源
財

収入

支出
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主
な
事
業
・
健
康
診
断

歳入・歳出令和元年度

一般会計

　 　 　 　 　 　 　 町 の 健 康 診 断 　 　（町監査委員意見書より抜粋）

　令和元年度町の一般会計及び特別会計の歳入歳出決算額については、違法な点は見受けられず、
関係諸帳票、証拠書類等は収支決算書と照合の結果合致しており、決算計数は正確で、予算執行状
況及び事務処理についても概ね適正であると認めた。また、実質収支に関する調書及び財産に関する
調書の計数は正確で、収入支出等の事務は、関係法令に適合しており、財産の管理についても概ね
適正であると認めた。
　年度末における普通会計地方債現在髙（借金）は 54億 3,836 万 5千円で人口一人当り58万 3,203
円で、前年同期より3万 1,292円増加した。なお、本町の貯金である積立金（基金）現在髙は 23憶
223万６千円で、前年度同期 21億 9,588 万４千円より1億 635 万２千円増加している。よって一人当り
の積立金は 16 万 9,560円で、前年度同期16 万 5,920円より3,640円増加している。
　役場内機構改革の協議が進められているということだが、効果が出ていない事務事業の廃止を含
めた合理化、また民間委託、民営化への移行、指定管理者制度の活用等、現在の職員数と業務量の
関係には一考の必要性を感じる。更に多様化する業務に対応するため技術経験者の社会人枠の採用
など各専門職員の採用等、現在の各課職務分掌に対応出来るだけの人員を確保し、より良い住民サー
ビスに繋がる機構改革を望むものである。また、今後も社会保障関係費の増加が予想され、中学校
改築事業や老朽化した公共施設等の更新時期の到来などの施設維持管理などとともに、新型コロナ
ウイルスの感染拡大の影響や、先に発生した7月豪雨災害の影響も重なり、引き続き厳しい財政運営
を強いられることが予想されるが、限られた財源の中で効率的かつ効果的な行財政運営を行い、町
民との協働のもと行政力を最大限に発揮できる組織体制を作り上げられたい。　

令
和
元
年
度

令
和
元
年
度  

主
な
事
業

主
な
事
業

鬼山線道路整備完了鬼山線道路整備完了 口の坪町営住宅完成口の坪町営住宅完成

全ての小学校に導入した全ての小学校に導入した
オンライン英会話オンライン英会話

病院までＯＫ病院までＯＫ
乗り合いタクシー乗り合いタクシー
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施
策
成
果
・
任
命
同
意

令和元年度　主要施策の成果は令和元年度　主要施策の成果は

子ども達のために４年間よろしくお願いします！

竹　下　美　保　さん

多良木（新任）

任期：令和２年10月30日～令和６年10月29日

教 育 委 員に任 命

総務費関係

○ 地方創生交付金事業

（九州のお米・食味コンクール自治体部

門２年連続１位等）

○ 都市農村総合交流推進施設管理事業

（多拠点生活プラットフォーム ADDress

登録）

○ ふるさと納税の推進

（寄付件数・金額とも前年度を上回る）

商工費関係
○ 商工観光事業

（プレミアム商品券の発行により商工業

振興に寄与）

民生費関係

○ 障害者福祉事業

（地域生活支援事業により生活の質が向

上し経済負担も軽減）

○ 高齢者福祉事業

（80 歳以上の方に長寿年金支給年額６千

円支給等）

○ 児童福祉事業

（子育て世代を手厚い児童手当で支援等）

土木費関係
○ 道路整備事業

（道路拡幅、カーブミラーの設置等によ

り道路環境を改善）

○ 住宅整備事業

（町営住宅の建て替え、補修を幅広く実施）

衛生費関係
○ 保健事業（子ども医療費扶助等）

○ 健診事業（がんセット健診は７年連続増加）

消防費関係
○ 消防・防災関連事業

（消防積載車更新、拠点施設、防火槽整

備により災害時の迅速な対応となった）

農林水産業費関係
○ 農政関係事業

（生産促進、所得向上により農業経営の

安定化を実現）

○ 林業関係事業

（町有林整備により山林の公益的機能の

強化を実現）

教育費関係
○ 学校教育事業

（特別支援教育体制の充実等）

○ 社会教育事業

（県外チーム参加の各種スポーツ実施に

より町をアピール）

○ 学校給食事業

（地産地消と保護者負担軽減を実現）
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特
別
決
算
・
補
正
予
算

会　計　名 収　入　額 支　出　額

国民健康保険（事業勘定） 15億 85万円 14億 745万円

国民健康保険（直診勘定） 1,036万円 1,036万円

久 米 財 産 区 962万円 833万円

下 水 道 事 業 3億 328万円 2億 8,914万円

介 護 保 険 16億 2,234万円 15 億 1,929万円

後 期 高 齢 者 医 療 1億4,505万円 1億4,499万円

特別会計
決　　算

令和２年度補正

（金額は四捨五入）

区　　分 収　　入 支　　出

収益的収入及び支出 1億 7,824万 7,095円 1億 5,967 万 1,176円

資本的収入及び支出 21万 8,700円 1億 2,344万 1,478円

※当年度純利益の未処分利益剰余金1,149万852円は全額減債積立金とした。

上水道事業
決　　算

（金額は全て四捨五入）

一 般 会 計

歳入歳出予算に4,100万円を追加し、総額83億4,800万円とした。

町道口の坪覚井線整備事業費 …… 1,669万円

公共土木施設災害復旧費 …………  1,160万円

災 害 救 助 費 ……………………　785万円

国民健康保険（事業） ……………… 71万円追加

 　　　　　　　　　　　総額12億 8,604万円

介　護　保　険 ………………　1,965万円追加

 　　　　　　　　　　　総額15億 5,565万円

後期高齢者医療 …………………　 66万円追加

 　　　　　　　　　　　総額 1 億 6,435万円

特別会計の補正は

主 な 歳 出

見通しの悪い交差点整備見通しの悪い交差点整備

県支出金 …………… 236万円

繰 入 金 …………… 641万円

繰 越 金 …………  1,519万円

町　　債 …………  1,820万円

主 な 歳 入

口の坪覚井線
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行
政
ド
ッ
ク
・
発
議

『行政ドック』診断今年もＯＫ‼
　本報告は地方自治体が４つの指標にもとづいて毎年度の財政状況をチェックした報告である。

　実質公債費比率は年間の収入に対して借金返済額が占める割合、将来負担比率は今後の借金の総

額（公立病院含む）が収入の何倍に相当するのかの数値で、この数値が一定の基準を超えて悪い結

果が出ているところは「イエローカードとレッドカードの２段階構え」で財政健全化計画と財政再

生計画を義務づけられている。また、公営企業（上・下水道）に対しても、資金不足比率をチェッ

クする事となっている。本町はどちらも指摘する事項はないという監査委員からの意見であった。

基準／比率 実質赤字比率 連結赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

多 良 木 町 －－ －－ 8.68.6 41.741.7

早期健全化基準 15.0015.00 20.0020.00 25.025.0 350.0350.0

財 政再生 基 準 20.0020.00 30.0030.00 35.035.0

単位：％単位：％

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激
な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書の提出に
ついて

（提出の理由）

新型コロナウイルス感染症の拡大は、甚大な経済的・社会的影響をもたらしており、住民生活

への不安が続いている中で、地方税・地方交付税等の大幅な減少により、今後の地方財政はか

つてない厳しい状況になることが予想される。このような状況を鑑み、地方の実状に応じた行

政サービスを安定的かつ持続的に提供していくためには、令和３年度地方財政対策及び地方税

制改正に向け、地方税・地方交付税等の一般財源総額の確保・充実等が必要であることを国へ

要望するため、総務産業常任委員会及び厚生環境文教常任委員会合同で審議し、本意見書を提

出するものである。

発議

財政健全化判断比率財政健全化判断比率

会計名称 資金不足比率 経営健全化基準

上 水 道 事 業 会 計 －－
20.020.0

下水道事業特別会計 ――

公営企業会計資金不足比率公営企業会計資金不足比率

ＯＫＯＫ全会一致で「採択」とした

単位：％単位：％



たらぎ議会だより　第 117 号7

災
害
状
況
・
研
修

防災は『互
ご

近
きん

助
じょ

』で‼

７月豪雨災害状況は

● 人的被害　なし● 人的被害　なし

● ● 住宅被害（全壊１棟・半壊なし・一部損壊２棟）住宅被害（全壊１棟・半壊なし・一部損壊２棟）

● ● 公共建物１棟（松ケ野集落センター床下浸水）公共建物１棟（松ケ野集落センター床下浸水）

● ● 道路　15箇所（路肩崩壊10・路面崩壊１・法面崩壊４）道路　15箇所（路肩崩壊10・路面崩壊１・法面崩壊４）

● ● 河川　15箇所（護岸崩壊15）河川　15箇所（護岸崩壊15）

● ● 農業施設　報告総数　187箇所農業施設　報告総数　187箇所

災害復旧予定　　  101箇所災害復旧予定　　  101箇所

（施設39・田33・畑29）（施設39・田33・畑29）

小規模災害対応　　56箇所小規模災害対応　　56箇所}}

県町村議会議員研修会県町村議会議員研修会（県立劇場）（県立劇場）

　「これからの防災のあり方」というテーマで防災システム研究所所長、防災・危機管理アドバイザー　　「これからの防災のあり方」というテーマで防災システム研究所所長、防災・危機管理アドバイザー　

山村武彦氏を講師に研修を受けた。山村武彦氏を講師に研修を受けた。

　コロナ禍と大規模災害『複合災害』とこれからの防災について、色々な角度からの防災のあり方を学　コロナ禍と大規模災害『複合災害』とこれからの防災について、色々な角度からの防災のあり方を学

んだ。コロナ禍で問われる地域の知性と理性、警戒すべきは「３つの感染」　①ウイルス感染　②不安・んだ。コロナ禍で問われる地域の知性と理性、警戒すべきは「３つの感染」　①ウイルス感染　②不安・

恐怖心理の感染　③偏見・差別の感染であり、それをなくすことが大切である。恐怖心理の感染　③偏見・差別の感染であり、それをなくすことが大切である。

　7月豪雨「異常気象」はもはや異常ではなく、各自治体のタイムライ　7月豪雨「異常気象」はもはや異常ではなく、各自治体のタイムライ

ン（防災行動計画）は機能しなかった。洪水ハザードマップ通りに浸ン（防災行動計画）は機能しなかった。洪水ハザードマップ通りに浸

水していることから、「逃げる計画でなく、逃げなくていい計画」が必水していることから、「逃げる計画でなく、逃げなくていい計画」が必

要であり、普段できない事は非常時にはできないことから、「災害予要であり、普段できない事は非常時にはできないことから、「災害予

防訓練」が必要である。避難所の整備・広域での計画等を住民に理防訓練」が必要である。避難所の整備・広域での計画等を住民に理

解してもらうことが必要であり、解してもらうことが必要であり、お互いに近所の方と助け合う"互近助"お互いに近所の方と助け合う"互近助"

の大切さを感じた。の大切さを感じた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責　源嶋）文責　源嶋）

土砂が流入した畑（宮ヶ野地区） 県道崩落現場（槻木石ニタ地区）

災害地現地を視察災害地現地を視察

（７月31日現在）（７月31日現在）
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臨
時
会
議
・
要
望

久保田武治議員（Ｐ９）
① 令和２年７月豪雨について

② 市房ダムが決壊した場合のハザード

マップについて

③ 川辺川ダム建設促進協議会の決議

内容について

豊永　好人議員（Ｐ 10）
① 人口減少について

② 農業振興について

③ 中学校移転改築について

④ 町長公約について

猪原　　清議員（Ｐ 11）
① ブランド米の販路開拓について

② 多良木警察署改築計画に対する取組

　 みの進捗状況は

𡧃佐　信行議員（Ｐ 11）
① 地方創生事業について

② 町の財政状況について

中村　正德議員（Ｐ 13）
① 避難「指示」基準について

② 災害リスクについて

③ 災害弱者・避難弱者の対応について

④ コンパクトシティについて

⑤ 監査指摘事項に対する対応は

７人が問う！
その他の質問

８/５『コロナ対策・災害補正』議会

　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交

付金・災害等廃棄物処理事業費補助金・堆積土砂

排除事業費県補助金等の国・県等からの歳入３億

3,735 万円を追加し、総額約 83 億 700 万円とした。

１、町民一人当たり 5,000 円分の商品券を９月初

旬より配布する予算を決定。

２、商工会プレミアム商品券を 11 月に前倒しし

て今回も２割上乗せし販売する予算400万円。

３、「持続化交付金」に町単独で個人経営には 20

万円・法人には 40 万円を上乗せする予算。

４、飲食店応援予算として「スタンプラリー」を

計画するあと押し予算。

５、災害救助費約 6,300 万円・災害対策費 200 万

円・農林業用施設災害復旧費約 9,100 万円・

公共土木施設災害復旧費 4,100 万円を追加予

算とした。

槻木地区の「県道中河間線」
早期復旧についての要望書を採択

　「梅雨前線豪雨」被害に対し早期解消を要望す

るものである。
　内容は
１、県道の早期開通を県に願う事。
２、町単独での予算措置で８月中の仮設道路の設

置を町へ働きかける事。
３、災害に対する住民説明会等の開催を町へ促す

ことである。
　１と３の要望は採択とし、２の「県の管理道路
を町の予算措置で８月中の仮設道路の設置」は議
会としての権限を逸脱しているものと解し「一部
採択」とした。

地方たばこ税を活用した分煙

環境整備に関する陳情書

採　択
陳情者　川原清藤他

７月豪雨において町有林から

農地等へ流入した土砂の撤去

に関する要望書

継　続
要望者　尾方隆博

陳情・要望陳情・要望
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一
般
質
問

ダ
ム
緊
急
放
流
時
の
被
害
想
定
は

想
定
で
き
て
い
な
い

久
保
田
武
治

議
員

くま鉄代替バス
利用の負担は

定期券負担以外は
県の支援で

質
問

　
く
ま
川
鉄
道
の
復
旧
が
取
締

役
会
で
決
定
さ
れ
た
が
、
町
村

負
担
額
や
費
用
概
算
・
工
期
は
。

町
長

　
国
へ
の
要
望
や
財
源
確
保

は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。

質
問

　
代
替
バ
ス
利
用
で
の
費
用
負

担
は
ど
う
な
る
の
か
。

町
長

　
定
期
券
の
負
担
以
外
は
県
の

支
援
事
業
で
あ
る
。

仲
川
総
務
課
長

　
管
理
所
に
よ
る
と
、
国
の
基

準
で
建
設
さ
れ
、
決
壊
し
た
事

例
が
な
い
の
で
必
要
な
い
と
の

認
識
で
あ
る
。

質
問

　
国
は
千
年
に
一
度
の
豪
雨
を

想
定
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る

が
、
町
の
対
応
は
。

仲
川
総
務
課
長

　
一
年
前
倒
し
し
て
、
今
年
度

作
成
の
予
定
で
あ
る
。

質
問

　
貧
困
・
格
差
の
拡
大
や
コ
ロ

ナ
禍
で
生
活
保
護
者
が
急
増
し

て
い
る
。
国
の
緩
和
措
置
が
あ
り

町
で
も
柔
軟
で
適
切
な
対
応
を

求
め
て
い
る
が
そ
の
対
応
策
は
。

大
石
町
民
福
祉
課
長

　
今
後
に
お
い
て
も
柔
軟
に
対

応
し
て
い
き
た
い
。

町
長

　
生
活
保
護
の
場
合
遠
慮
な
く

申
し
出
て
頂
き
、
町
と
し
て
は

誠
心
誠
意
対
応
し
た
い
。

質
問

　
少
人
数
学
級
に
す
る
た
め
町

独
自
の
予
算
措
置
で
教
員
を
配

置
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

佐
藤
教
育
長

　
財
政
と
人
材
確
保
が
で
き
れ

ば
実
現
で
き
る
。

町
長

　
財
政
的
な
面
が
解
消
す
れ
ば

可
能
だ
と
思
う
が
、
現
時
点
で

は
難
し
い
。

少人数学級での
学習効果は

大いなる効果が
ある

質
問

　
少
人
数
学
級
に
つ
い
て
は
、

全
国
で
要
望
の
動
き
が
広
が
っ

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
対
応
だ
け
で

な
く
、
学
力
向
上
を
図
る
べ
き

で
あ
る
が
、
そ
の
学
習
効
果
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

佐
藤
教
育
長

　
大
い
に
効
果
が
あ
る
。
落
ち

こ
ぼ
れ
で
は
な
く
、
落
ち
こ
ぼ

し
を
改
善
す
る
に
は
少
人
数
学

級
し
か
な
い
。

質
問

　
市
房
ダ
ム
の
緊
急
放
流
の
予

告
に
多
く
の
町
民
が
不
安
を

持
っ
た
。
放
流
さ
れ
た
場
合
の

水
位
上
昇
や
被
害
の
想
定
は
。

仲
川
総
務
課
長

　
ダ
ム
管
理
所
に
よ
る
と
、
放

流
基
準
に
至
ら
ず
被
害
の
想
定

は
で
き
て
い
な
い
。

質
問

　
ダ
ム
決
壊
時
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
が
必
要
で
は
。

いつごろ復旧？ くま鉄！いつごろ復旧？ くま鉄！

緊急放流予告時の球磨川緊急放流予告時の球磨川
（里の城堤防から脇地区を撮影）（里の城堤防から脇地区を撮影）

コロナ禍での「生活保護」の利用は

寄り添って対応
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一
般
質
問

豊
永

　
好
人

議
員

治水対策は

国・県に要望していく

町
長
選
の
出
馬
は

言
及
は
差
し
控
え
る

質
問

　
豪
雨
で
球
磨
川
が
氾
濫
。
今

後
の
堤
防
強
化
・
嵩
上
げ
・
河

道
堀
削
等
の
治
水
対
策
は
。

町
長

　
国
も
昨
年
の
樹
木
伐
採
と
河

道
堀
削
の
効
果
に
は
注
目
し
て

い
る
。
今
後
も
嵩
上
げ
等
の
堤

防
の
強
化
、
無
堤
地
区
の
堤
防

増
設
等
を
国
・
県
に
要
望
し
て

い
く
。

質
問

　
県
管
理
の
中
小
河
川
牛
繰

川
・
仁
原
川
・
柳
橋
川
等
の
治

水
対
策
は
。

久
保
環
境
整
備
課
長

　
出
水
期
前
に
３
河
川
６
箇
所

の
要
望
を
し
て
い
た
が
、
今
回

の
豪
雨
を
受
け
、
越
水
箇
所
の

報
告
と
新
た
に
３
箇
所
の
追
加

要
望
を
行
っ
た
。

浸水した世代間交流グラウンド

と
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
ん
で
い
る

町
民
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
な

が
ら
、
次
期
町
長
選
挙
に
つ
い

て
は
、
現
時
点
で
言
及
は
差
し

控
え
る
。

質
問

　
い
つ
頃
ま
で
に
出
馬
表
明
さ

れ
る
の
か
。

町
長

　
今
は
ま
だ
、
町
民
の
様
々
な

要
望
・
要
請
が
上
が
っ
て
き
て

い
る
の
で
、
町
民
に
寄
り
添
っ

た
形
で
仕
事
を
し
て
い
き
た

い
。

「
機
械
導
入
支
援
事
業
」
は

基
本
は
続
け
て
い
き
た
い

質
問

　
本
年
度
で
最
終
年
度
と
な
る

「
振
興
作
物
機
械
導
入
支
援
事

業
」
の
今
後
の
方
向
性
は
。

水
田
農
林
課
長

　
指
定
し
た
振
興
作
物
を
生
産

す
る
た
め
に
必
要
な
機
械
を
導

入
す
る
場
合
に
、
事
業
費
の
／

以
内
を
上
限
額
と
し
50
万
円
以

内
で
補
助
し
て
い
る
。
担
い
手

対
策
の
一
つ
と
し
て
次
年
度
以

降
も
農
政
推
進
協
議
会
等
の
会

議
で
協
議
し
て
い
き
た
い
。

町
長

　
町
の
基
幹
産
業
は
農
業
で
あ

り
、
３
年
間
実
施
し
て
効
果
が

出
て
い
る
の
で
基
本
は
続
け
て

い
き
た
い
。

支援事業で導入された
葉タバコ用管理作業車

質
問

　　
来
年
２
月
の
町
長
選
挙
に
出

来
年
２
月
の
町
長
選
挙
に
出

馬
さ
れ
る
の
か
。

馬
さ
れ
る
の
か
。

町
長

　
現
在
、
豪
雨
災
害
の
全
容
が

ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な

い
。
先
ず
は
豪
雨
の
災
害
対
応 3311
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一
般
質
問

猪
原

　
清

議
員

豪
雨
災
害
対
応
は

ス
ム
ー
ズ
な
対
応
が
で
き
た

質
問

　
災
害
対
策
本
部
の
具
体
的
な

活
動
内
容
と
活
動
に
対
す
る
評

価
と
課
題
は
。

仲
川
総
務
課
長

　
災
害
対
応
は
、
避
難
指
示
・

発
令
判
断
・
避
難
所
開
設
・
孤

立
集
落
対
応
・
断
水
の
対
応
・

ゴ
ミ
対
応
や
道
路
崩
落
箇
所
へ

の
対
応
等
が
あ
り
、
お
お
む
ね

ス
ム
ー
ズ
な
対
応
が
で
き
た
。

し
か
し
給
水
方
法
の
検
討
、
避

難
所
の
受
付
方
法
、
災
害
種
別

に
応
じ
た
待
機
職
員
配
置
な
ど

が
課
題
で
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

質
問

　
避
難
指
示
発
令
時
町
長
自
ら

防
災
無
線
で
避
難
を
呼
び
か
け

る
こ
と
が
必
要
で
は
。

町
長

　
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
出
る

時
に
は
明
る
い
う
ち
に
避
難
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
、
躊

躇
す
る
こ
と
な
く
私
自
ら
町
民

に
避
難
を
呼
び
か
け
た
い
。

質
問

　
本
災
害
が
地
域
防
災
計
画
・

水
防
計
画
に
与
え
る
影
響
は
。

仲
川
総
務
課
長

　
計
画
書
の
変
更
等
は
防
災
会

議
で
の
策
定
が
必
要
な
の
で
変

更
等
は
次
年
度
に
予
定
し
て
い

る
。
本
災
害
で
得
た
事
案
は
計

画
の
運
用
で
対
応
し
て
い
く
。

質
問

　
広
域
連
携
が
必
要
で
は
。

町
長

　
広
域
連
携
は
必
要
だ
と
思

う
。
防
災
担
当
も
国
・
県
・
自

衛
隊
・
警
察
・
消
防
・
消
防
団

等
と
緊
密
な
連
携
を
と
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

質
問

　
流
域
治
水
と
川
辺
川
ダ
ム
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長

　
流
域
治
水
に
つ
い
て
は
水
田

や
民
家
が
多
く
あ
り
住
民
の
反

対
が
予
想
さ
れ
る
。
ダ
ム
を
含

め
た
治
水
を
真
剣
に
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

質
問

　
第
６
次
総
合
開
発
計
画
は
。

岡
本
企
画
観
光
課
長

　
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、

結
果
を
分
析
し
計
画
策
定
す

る
。

質
問

　
地
方
創
生
計
画
の
重
点
目
標

は
。

町
長

　
し
ご
と
創
生
機
構
を
法
人
化

す
る
こ
と
で
若
い
人
た
ち
の
移

住
定
住
に
つ
な
げ
る
。
将
来
的

に
水
上
村
の
ス
カ
イ
ビ
レ
ッ
ジ

と
結
ぶ
形
で
ス
ポ
ー
ツ
の
町
づ

く
り
を
行
う
こ
と
に
よ
り
交
流
・

関
係
人
口
が
出
て
、
そ
れ
が
移

住
定
住
の
き
っ
か
け
に
な
る
。

質
問

　
中
学
校
移
転
後
、
跡
地
に
400

ｍ
ト
ラ
ッ
ク
等
を
整
備
し
て
避

難
所
や
仮
設
住
居
等
の
確
保
を

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
に
入
れ

る
べ
き
で
は
。

町
長

　
防
災
拠
点
の
役
場
庁
舎
、
総

合
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
中
学
校
移
転

後
の
跡
地
を
組
み
合
わ
せ
た
構

想
を
議
会
、
町
民
と
考
え
て
い

き
た
い
。

質
問

　
今
後
も
町
は
人
口
流
出
で
産

業
・
教
育
の
縮
小
化
が
予
想
さ

れ
る
が
、
町
の
将
来
像
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

町
長

　
機
構
法
人
化
を
軸
に
し
た
事

業
展
開
に
期
待
し
て
い
る
。
子

供
た
ち
が
将
来
帰
っ
て
こ
ら
れ

る
町
、
応
援
さ
れ
る
町
の
あ
り

か
た
と
し
て
400
ｍ
ト
ラ
ッ
ク
構

想
も
10
年
、
20
年
先
を
見
越
し

た
町
の
将
来
像
に
位
置
付
け
ら

れ
る
。

第
６
次
総
合
開
発
計
画
は

ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
計
画

７/４早朝増水した
球磨川大王橋付近

広大な敷地を災害避難拠点に
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一
般
質
問

𡧃
佐

　
信
行

議
員

豪雨災害の復旧計画は

国の査定により計画

質
問

　
豪
雨
災
害
の
具
体
的
復
旧
事

業
計
画
と
課
題
は
。

久
保
環
境
整
備
課
長

　
一
定
規
模
以
上
の
被
災
個
所

に
つ
い
て
は
国
の
災
害
査
定
事

業
で
対
応
し
て
い
き
、
小
規
模

災
害
に
つ
い
て
は
町
の
復
旧
事

業
費
補
助
金
を
準
備
し
て
い

る
。

水
田
農
林
課
長

　
11
月
に
国
の
災
害
査
定
が
計

画
さ
れ
て
お
り
、
復
旧
工
事
発

注
は
令
和
3
年
1
月
の
計
画
で

あ
る
。

質
問

　
林
道
災
害
の
設
計
委
託
は
。

水
田
農
林
課
長

　
民
間
の
測
量
会
社
等
と
契
約

を
結
ん
で
お
り
、
11
月
査
定
に

向
け
て
設
計
を
す
る
。

　

質
問

　
災
害
復
旧
工
事
の
優
先
順
位

は
。

久
保
環
境
整
備
課
長

　
災
害
査
定
が
済
ん
で
い
な
い

の
で
具
体
的
な
準
備
は
し
て
い

な
い
。

水
田
農
林
課
長

　
被
災
箇
所
ま
で
行
け
る
と
こ

ろ
か
ら
順
番
に
作
業
を
行
う
。

　

質
問

　
災
害
復
旧
に
対
す
る
考
え
は
。

町
長

　
激
甚
災
害
指
定
に
よ
り
、
予

算
は
国
か
ら
措
置
さ
れ
る
が
、

工
事
自
体
は
査
定
が
終
わ
ら
な

い
と
で
き
な
い
。

質
問

　
上
水
道
水
源
涵
養
林
の
修
復

は
。

水
田
農
林
課
長

　
山
腹
保
護
・
谷
止
工
事
を
県

森
林
保
安
課
に
要
望
し
て
い

る
。

農
林
業
の
政
策
は

き
め
細
や
か
に
支
援
す
る

質
問

　
農
業
組
合
法
人
の
経
営
安
定

化
に
対
す
る
支
援
策
は
。

水
田
農
林
課
長

　
国
県
補
助
金
の
活
用
を
促

し
、
事
業
計
画
の
策
定
も
一
緒

に
協
議
し
て
い
く
。

町
長

　
町
の
各
農
業
法
人
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
き
め
細
や
か
な
支

援
を
行
う
。

質
問

　
た
い
肥
セ
ン
タ
ー
運
営
の

方
向
性
は
。

水
田
農
林
課
長

　
今
後
4
年
間
程
度
の
年
次
計

画
で
施
設
修
繕
・
機
械
の
更
新

を
行
い
、
そ
の
後
指
定
管
理
者

制
度
を
活
用
し
た
運
営
を
始

め
、
将
来
的
に
は
民
営
化
を
考

え
て
い
る
。

町
長

　
建
物
も
25
年
経
過
し
老
朽
化

し
て
い
る
が
、
町
に
と
っ
て
必

要
な
施
設
で
あ
り
、
修
理
と
機

械
の
更
新
を
行
い
指
定
管
理
を

お
願
い
し
た
い
。

質
問

　
町
有
林
整
備
の
あ
り
方
は
。

水
田
農
林
課
長

　
主
伐
事
業
の
役
割
は
大
切
で

あ
る
が
、
主
伐
予
定
地
の
傾
斜

状
況
等
確
認
し
な
が
ら
主
伐
・

択
伐
事
業
を
選
択
し
て
い
く
。

町
長

　
複
層
林
事
業
を
進
め
る
と
と
も

に
林
業
事
業
体
の
育
成
を
す
る
。

農業組合法人「たらぎ大地」

被害甚大な槻木地区
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中
村

　
正
德

議
員

避難所の増強は

増強を図りたい

る
啓
開
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

特
に
槻
木
地
区
で
は
、
山
間

部
か
ら
の
土
砂
流
出
が
顕
著

な
と
こ
ろ
な
の
で
、
治
山
事

業
や
道
路
の
線
形
を
検
討
し

県
に
対
し
要
望
す
る
。

質
問

　
県
道
中
河
間
多
良
木
線
は
、

多
良
木
管
内
が
24.7
㎞
で
未
改
良

区
間
が
5.9
㎞
あ
り
、
毎
年
単
県

事
業
で
改
良
さ
れ
て
い
る
が
、

今
回
の
崩
落
個
所
も
こ
の
区
間

に
あ
り
急
傾
斜
と
な
っ
て
い

る
。
花
立
林
道
入
り
口
か
ら
堀

切
谷
橋
ま
で
ル
ー
プ
橋
建
設
を

県
へ
要
望
し
抜
本
的
な
道
路
の

強
靭
化
を
図
る
べ
き
で
は
。

町
長

　
崩
落
箇
所
を
早
く
通
れ
る
よ

う
に
す
る
の
が
県
の
考
え
方
で

あ
る
。
ル
ー
プ
橋
の
話
は
全
く

出
て
い
な
い
が
、
工
法
的
に
で

き
る
の
で
あ
れ
ば
提
案
要
望
し

て
み
た
い
と
思
う
。

質
問

　
国
は
災
害
避
難
所
の
建
物
改

修
、
密
集
対
策
を
増
強
す
る
自

治
体
へ
財
政
支
援
を
行
う
と
の

事
だ
が
、
指
定
避
難
所
「
多
良

木
小
学
校
体
育
館
」・「
黒
肥
地

小
学
校
体
育
館
」・「
町
民
体
育

館
」
へ
の
常
設
ク
ー
ラ
ー
の
設

置
や
洋
式
ト
イ
レ
の
増
設
、
高

齢
者
・
子
供
連
れ
に
対
す
る
個

別
避
難
所
の
確
保
に
取
り
組
む

考
え
は
。

仲
川
総
務
課
長

　
令
和
３
年
度
の
予
算
概
算
要

求
に
経
費
を
盛
り
込
む
報
道
が

成
さ
れ
て
い
る
。
ま
だ
詳
細
に

つ
い
て
通
知
な
ど
来
て
い
な
い

の
で
、
活
用
で
き
る
補
助
金
で

あ
れ
ば
検
討
し
避
難
所
の
増
強

を
図
り
た
い
。

質
問

　「
久
米
地
区
に
は
一
か
所
の

避
難
所
も
指
定
さ
れ
て
い
な

い
」
と
質
問
し
た
際
に
、
人
吉

盆
地
南
縁
断
層
が
存
在
し
て
お

り
指
定
で
き
な
い
と
の
答
弁

だ
っ
た
。
地
震
に
関
わ
ら
ず
豪

雨
時
、
台
風
時
等
に
つ
い
て
地

域
住
民
の
方
々
か
ら
の
避
難
所

指
定
の
要
望
が
あ
る
が
。

質
問

　
電
気
・
水
道
・
通
信
網
・
道

路
・
交
通
網
等
の
遮
断
は
被
災

者
に
と
っ
て
は
大
き
な
痛
手
で

あ
り
不
安
要
因
で
あ
る
。
道
路

崩
落
、
路
肩
決
壊
に
よ
る
孤
立

集
落
が
毎
年
の
よ
う
に
出
て
い

る
。
抜
本
的
な
道
路
強
靭
化
対

策
は
。

久
保
環
境
整
備
課
長

　
道
路
へ
の
土
砂
流
出
箇
所

を
確
認
す
る
と
、
毎
年
同
じ

よ
う
な
所
か
ら
流
出
が
あ
り
、

そ
の
た
び
に
土
砂
撤
去
に
よ

吉
瀬
町
長

　
事
業
報
告

吉
瀬
町
長

　
事
業
報
告

＊
９
／

＊
９
／
1717
日
久
米
親
和
会

日
久
米
親
和
会

開
催
時
、
久
米
地
区
に

開
催
時
、
久
米
地
区
に

は
南
縁
断
層
が
存
在
し

は
南
縁
断
層
が
存
在
し

避
難
所
を
指
定
し
て
い

避
難
所
を
指
定
し
て
い

な
か
っ
た
が
、
地
震
以

な
か
っ
た
が
、
地
震
以

外
豪
雨
時
、
台
風
時
等

外
豪
雨
時
、
台
風
時
等

に
限
り
「
久
米
小
学
校

に
限
り
「
久
米
小
学
校

体
育
館
」

体
育
館
」
を
指
定
避
難

を
指
定
避
難

所
と
し
、

所
と
し
、
過
密
の
場
合

過
密
の
場
合

は
「
久
米
公
民
館
」
を

は
「
久
米
公
民
館
」
を

開
設
す
る
。

開
設
す
る
。

ループ橋イメージ

指定された久米小学校体育館

仲
川
総
務
課
長

　
災
害
種
別
、
地
震
以
外
で
の

避
難
所
と
し
て
今
後
、
検
討
し

た
い
。

孤
立
集
落
解
消
は

県
へ
要
望
す
る
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村
山

　
昇

議
員

天
候
不
良
の
た
め
翌
日
県
警
ヘ

リ
に
て
対
応
、
し
か
し
避
難
は

さ
れ
な
か
っ
た
。
／
薬
要
請
は

職
員
対
応
、
／
生
活
用
品
等
要

請
は
消
防
・
支
援
員
に
て
対
応

し
た
。

町
長

　
道
路
に
関
し
て
は
職
員
に
て

現
地
調
査
後
、
西
都
土
木
事
務

所
に
私
自
ら
連
絡
し
265
号
線
開

通
の
要
請
を
し
た
。
槻
木
診
療

所
は
公
立
病
院
に
要
請
し
、
近

日
中
に
対
応
で
き
る
と
思
う
。

ま
た
、
し
尿
処
理
・
ゴ
ミ
収
集
・

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
等
の
対
応

を
し
て
い
る
。

質
問

　
支
援
員
の
立
場
と
災
害
対

応
は
。

岡
本
企
画
観
光
課
長

　
支
援
員
の
活
動
内
容
は
８
項

目
あ
る
が
災
害
時
の
業
務
の
明

質
問

　
豪
雨
災
害
発
生
時
の
対
応

は
。

仲
川
総
務
課
長

　
町
全
体
と
し
て
は
自
主
避
難

の
勧
め
に
始
ま
り
避
難
勧
告
・

避
難
指
示
を
出
し
た
。
槻
木
地

区
に
お
い
て
は
集
落
支
援
員
・

区
長
等
と
の
連
絡
を
通
し
て
、

避
難
が
あ
る
場
合
は
ヘ
リ
要
請

の
関
係
か
ら
常
々
呼
び
か
け
を

行
っ
た
。

質
問

　
槻
木
地
区
の
孤
立
後
の
要
請

内
容
と
そ
の
対
応
は
。

仲
川
総
務
課
長

　
／
飲
料
水
・
食
料
要
請
に
よ

り
海
保
ヘ
リ
に
て
対
応
、
同
時

に
２
世
帯
３
名
避
難
救
助
、
自

衛
隊
ヘ
リ
に
て
発
電
機
10
台
、

燃
料
缶
10
缶
運
搬
、／
飲
料
水
・

オ
ム
ツ
・
避
難
要
請
が
あ
る
が

記
は
な
い
。
非
常
時
は
あ
く
ま

で
も
区
長
を
中
心
と
し
て
、
情

報
の
共
有
や
協
力
を
行
う
こ
と

と
考
え
て
い
る
。

質
問

　
県
道
等
の
道
路
復
旧
の
進
捗

状
況
は
。

久
保
環
境
整
備
課
長

　
現
在
宮
崎
県
側
を
通
る
２

ル
ー
ト
で
当
初
崩
土
等
の
道
路

決
壊
が
あ
っ
た
265
号
線
は
西
都

土
木
事
務
所
に
対
す
る
協
力
要

請
で
／
開
通
し
て
い
た
だ
い

た
。
中
河
間
線
の
石
ニ
タ
地
区

は
県
で
工
法
等
の
検
討
が
な
さ

れ
、
令
和
２
年
度
中
の
開
通
を

目
指
し
て
い
る
。

質
問

　
槻
木
地
区
の
火
災
・
病
気
・

ケ
ガ
等
の
緊
急
時
の
対
応
と
ヘ

リ
で
の
避
難
を
即
す
べ
き
で

は
。

仲
川
総
務
課
長

　
槻
木
地
区
緊
急
時
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
消
防
団
・

支
援
員
の
協
力
の
も
と
各
戸
に

配
布
し
て
対
応
し
て
い
る
。
火

災
や
身
体
を
動
か
せ
な
い
病
人

等
は
小
林
・
西
米
良
消
防
団
、

西
都
広
域
行
政
組
合
と
の
連
携

で
、
軽
症
の
身
体
を
動
か
せ
る

病
人
等
は
槻
木
消
防
団
・
支
援

員
と
上
球
磨
消
防
署
と
の
連
携

で
患
者
を
搬
送
す
る
。

町
長

　
人
災
が
な
く
「
運
が
よ
か
っ

た
」
と
思
っ
て
ほ
し
い
。
町
は

人
命
第
一
・
安
全
第
一
の
考
え

で
、で
き
る
だ
け
早
く
「
避
難
」

し
て
ほ
し
い
し
、
地
区
の
区
長

に
も
お
願
い
し
て
い
る
。
今
後

線
状
降
水
帯
等
の
危
険
時
に
は

ヘ
リ
は
有
視
界
飛
行
で
し
か
飛

ば
な
い
の
で
町
の「
避
難
要
請
」

の
時
に
は
是
非
避
難
を
お
願
い

し
た
い
。
地
区
の
要
請
に
対
し

て
は
誠
実
に
対
応
し
て
い
く
。

災害発生対応・支援は

誠実に対応

救助するヘリ部隊

石ニタ地区仮設歩道

8877

121277

141477

171777

202077
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源
島
た
ま
み

議
員

災害連絡員と区長で調査

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
習
対
応
は

周
知
を
図
っ
て
い
る

質
問

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
校
か

ら
の
伝
達
方
法
・
指
導
方
法
・

反
省
点
等
学
習
対
応
は
。

黒
木
教
育
振
興
課
長

　
定
期
的
に
登
校
日
を
設
け

児
童
・
生
徒
の
健
康
状
態
の

把
握
を
行
い
、
家
庭
学
習
の

プ
リ
ン
ト
や
連
絡
事
項
の
配

付
、
休
業
後
半
は
デ
ジ
タ
ル

コ
ン
テ
ン
ツ
や
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
等
を
行
う
こ
と
が
出
来

る
サ
イ
ト
を
紹
介
し
家
庭
で

取
り
組
む
こ
と
が
出
来
る
よ

う
各
学
校
に
お
い
て
周
知
を

図
っ
た
。

質
問

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業
は
ど

ん
な
事
業
か
。

黒
木
教
育
振
興
課
長

　
※

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

に
基
づ
き
児
童
・
生
徒
一
人

１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
通
信

回
線
の
整
備
を
行
う
。
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
台
数
は
全
部
で
798

台
を
計
画
し
て
い
る
。

質
問

　
災
害
調
査
は
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
全
体
像
は
ど
れ
位
つ
か
め

て
い
る
の
か
。

仲
川
総
務
課
長

　
各
行
政
区
ご
と
に
災
害
連

絡
員
と
し
て
職
員
１
名
を
配

置
し
て
お
り
、
区
長
と
調
査

を
実
施
し
、
報
告
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
全
体
の
状

況
は
つ
か
め
て
い
る
が
各
担

当
課
で
詳
細
に
調
査
し
て
い

る
。

災害の調査は

質
問

　
議
員
も
調
査
に
同
行
で
き
な

い
か
。

仲
川
総
務
課
長

　
議
会
は
防
災
対
策
に
対
す

る
予
算
の
審
議
と
議
決
と

な
っ
て
お
り
、
調
査
業
務
に

つ
い
て
は
対
象
外
と
な
っ
て

い
る
。

質
問

　
災
害
ゴ
ミ
の
仮
置
き
場
は
何

カ
所
設
定
し
て
い
る
の
か
。

大
石
町
民
福
祉
課
長

　
八
日
原
・
中
山
・
祓
川
運

動
広
場
の
３
箇
所
を
計
画
し

て
い
る
。

質
問

　
百
歳
の
敬
老
祝
い
金
を
十
万

に
で
き
な
い
か
。

町
長

　
隣
町
は
十
万
だ
と
い
う
話

も
で
て
い
る
の
で
担
当
と
協

議
す
る
。

質
問

　
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
現
状
は
。

岡
本
企
画
観
光
課
長

　
区
域
内
運
行
型
で
あ
る
。

質
問

　
ド
ア
to
ド
ア
に
は
で
き
な
い

か
。

岡
本
企
画
観
光
課
長

　
タ
ク
シ
ー
会
社
に
要
望
と

し
て
相
談
し
て
い
く
。

質
問

　
河
道
堀
削
し
た
土
捨
て
場

の
確
保
は
。
久
保
環
境
整
備

久
保
環
境
整
備
課
長

　
黒
肥
地
地
区
の
地
権
者
に

協
力
頂
き
確
保
し
て
い
る
。

担当課と協議する

高齢者への配慮は

※
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

※
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

児
童
・
生
徒
に
一
人
一
台
の

児
童
・
生
徒
に
一
人
一
台
の

学
習
用
端
末
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

学
習
用
端
末
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
な
ど
を
整
備
す
る
。

ク
な
ど
を
整
備
す
る
。

仮置き場となった八日原運動公園

質
問

　
中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
の

現
状
と
再
編
話
へ
の
進
行
は
。

黒
木
教
育
振
興
課
長

　
県
の
基
本
方
針
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
同
様
に
学
校
の
運

動
部
活
動
と
し
て
実
施
と
示

さ
れ
現
在
は
検
討
を
行
っ
て

い
な
い
。
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◎
林
田

　
俊
策

　
中
村

　
正
德

○
源
嶋
た
ま
み

　
坂
口

　
幸
法

　
猪
原

　
　
清

　
落
合

　
健
治

多良子

球磨雄

　
異
常
気
象
、
地
球
温
暖
化
、
過
去

最
大
級
、
百
年
に
一
度
の
災
害
等
、

様
々
な
危
険
な
言
葉
が
世
の
中
を
駆

け
回
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
は
多
く
の

人
が
じ
っ
と
家
に
こ
も
っ
て
さ
え
い

れ
ば
避
け
ら
れ
る
と
考
え
た
だ
ろ
う
。

　
だ
が
７
月
の
豪
雨
災
害
を
体
感
し

て
命
を
守
る
た
め
の
避
難
を
真
剣
に

考
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
本
町
も
人
的
被
害
は
無
か
っ
た
も

の
の
、
住
家
全
壊
、
一
部
損
壊
、
床

上
・
床
下
浸
水
、
道
路
・
河
川
、
孤

立
地
区
と
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
激

甚
災
害
指
定
を
受
け
た
。

　「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」
が
救

助
や
復
興
、
復
旧
で
叫
ば
れ
る
中
、

私
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
、「
共

助
」
の
大
切
さ
と
必
要
性
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
力
強
さ
を
知
っ

た
。
議
会
も
「
公
助
」
の
部
分
で
町

民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
に
、

何
が
で
き
る
か
、
何
が
必
要
か
を
考

え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
ま
だ
ま
だ
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
真
只

中
で
安
心
は
で
き
な
い
。
未
曾
有
の

災
害
に
備
え
て
、
議
員
は
様
々
な
考

察
を
し
つ
つ
、
町
民
の
代
弁
者
と
し

て
の
意
見
を
持
ち
、
協
議
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
議
会
と
し
て
問
わ

れ
て
い
る
責
任
は
重
い
。

（
文
責 

落
合

　
健
治
）

『陳情ってどぎゃんすっと？』『陳情ってどぎゃんすっと？』

よー議会で『陳情』やら『請願』やら『要望書』って聞くばってん、誰でん出さるっとね？

議会の権限の中て言うとどぎゃん事ね。

そいから？

あっとばってん、仕方んわからんで最初から教えてくれんね。

そーな。そぎゃんことは頼まんばってん、出されたときはどぎゃんしやっとね？

あらなー「国民の基本的権利」の一つとして保障されとるとばい。なんか議会にお
願いすっことのあっとな。

そらー例えば「消費税ば無くしてくれ」とか言うたっちゃでけんど、町の出来る仕事の中
での話で要件ば叶えたかもんでなかれんばいけんとたい。とつけもにゃー事ばお願いした
っちゃでけんばってん、子供でっちゃ外国人でっちゃでくっとばい。

委員会は結論の出たら、本会議でそいば報告して、そいに対して質問したり討論して議会全体で
結果ば出すとたい。そして提出しやった人に結果ばお知らせすっまでが流れたい。

議会は町民から出されたもんはどいでん公平に扱いやっで、自分の頼みたか事ば議長
宛に出せばよかとよ。そんかわい、町の議会の権限の中にある事ばってんな。

議長が「議会運営委員会」の会議で「委員会に付託」するか決めてもらいやっで、付託すって決
まったら、付託された委員会が慎重に審議すっとたい。「願意が妥当か」「実現性があるか」
「町の権限の範疇にあるか」ば判断基準として「採択」や「不採択」また結論に至らん場合は
「継続審議」てすっこともあっとたい。

議会で決まれば「ОＫ」じゃろたい。

じゃなかったい。「議会はそん要望にゃー賛成ばい」ちゅー意思の表示であって、「願意の実
現は法律上の保証規定」はなかったい。でっちゃ議会は採択した以上は実現でくっごと最大限
努力ばして最善ば尽くすとたい。もちろん議会が決めた事じゃっで町も色々努力しやっどと思
うよ。

実りの秋と彼岸花実りの秋と彼岸花


